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(本論文の婆旨は昭和24年4月 日本結核病学会総会に とせ られ 、homogenizeし た 肝組織 を用 いて成功 し
ぞ

於て発表せり)て いるに過ぎないのであるが、私共は結核菌を充

第1章 緒 言.分 に灘 し巌 生理的食塩水に灘 せ しめた・「休
止菌」がC2よ りC22迄 の一塩基性脂肪酸を酸化

Lelio「&Munoz(1)はae「 ・bicの條件でネズ ミ し、又コ塩基性脂肪酸類 も著明に酸化 し、而も該
の購 のhomogenize'Lた ものが酪酸 をinvit「o酵 縣 は極 めて難 であ ること蜘 つたので雌

で酸化して・アセ ト酷酸と β一オキシ酪酸 とする に報告する
。

ζとを見、且つ此の酪酸々化作用は極めて不安定

であるとし、毎常同一の成績を得ないとしている。 第2章 實 験 方 法

一般に脂肪酸酸化酵素は極めて不安定 とされセい 第1節 脂肪酸
の酸化分解の測定法

るのでQuagte1(2)らは該酵素は職 中にはあるが・ 基XZし て各種の脂肪酸 齢3い
、之に結核欝

肝細胞を破壊するとその力を漕失すると述ぺてい ・游液を作用せ しめ ワールブルグの桧圧計によつて

る。 その酸素吸牧量の増加を測定 した。容器主室に菌

その後Munoz&Lelior(3)・ 及びLehninger(4)浮 游液(酵 素液)1・Occ,1/10N燐 酸緩衝液(pH

(5)らに よつ て、 モ厩 ッ 吸 び ネズ ミの 肝臓 を7.0)03ccを 入 れ、側室に基 質 を、中央ノ厘 に20%

1
,homegenizeす る ことによつ て 比較的安定 な酵素"苛 性加里 液O.2ccを 入 れ,発 生す る炭酸 ガ スを扱

力く得 られ、チ トク ロームC2ア デノシン3燐 酸 を 牧 せ しめた。容器は室氣 を以て充た し、測定温度

加えると、C4よ り・CI。迄 の酸 化が 観察出來 ると は凡て37.50Cで あ る。

してい る。'基 質 と しては、各種の一塩基性脂肪酸、二塩基

いすれにぜ よ、脂肪酸鯵化酵素は極めて不安定 性脂肪酸の一定濃度溶液(1/10モ ル又は11200モ
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ル溶液)のO・1ccを 苛性 ソーダにて正確に中和 し1

たものを用いた。

第2節 結核菌深游液の調整法

菌株は凡て鳥型結核菌(竹 尾株)を 用いた。

鳥型菌のグ、リセ リン肉汁寒天培地に培養第3乃

至5日 目の菌を白金耳を用いて無菌的に探集 し、

生理的食塩水に浮游せ しめ・数回(通 常5回)遠

心沈澱・洗灘を緯 り返 して最後にメノゥ乳鉢中で

20分聞充分磨砕 して均等な浮游液とし、再び生理

的食塩水に浮游せ しめた ものを用いた。浮游液中

の菌量は毎回可及的同一とするよう心掛け、正確

な菌量は乾燥菌量を以てあらわすこととした◎

第3章 資 験 成 績 ・
ノ

第1節 一塵基性脂肪酸の結核菌による酸化

種 々の主とし七直鎖状脂肪酸を基質として結核

菌 による酸化を行い,第1表 の如き成績を得た。.

之 を要約すると

(1)飽 和脂肪酸に就ては表素数が檜大するに伸
ヤ

つて 勾分子の脂肪酸に対する酸素吸牧量が増加 し

ている◎然 しその申特によく酸化ぜ られるのは、

酪酸・及び ミリスチン酸(Ci4)よ リステアリン酸

(CI8)附 近であつて、吉草酸、カプロン酸は炭素

頚が酪酸より大であるにも拘 わらす、之と同等又

は以下の酸素吸牧量 を示 し、べヘン酸(C22)は 、

ステアリン酸より遙かに酸素吸牧量が少い。又、

・ t第1表

ラウ2ン 酸の酸素吸牧量はCl・,CKの 脂肪酸に比

して少い。'

(2)イ ソの脂肪酸はノルマルの脂肪酸に比 して

酸化され難い%

(3)不 飽和贈肪酸に就ては油酸は殆んど完全に

酸化 されているが、 リノール酸、 リシノール酸は

酸化 され難い5ス ゥンデンレン酸は著 しく酸素清

費が大である◎-」

(4)酪 酸の酸化の至適pHは7.5附 近にある。

第2節 結核菌による弓弾基性脂肪

酸の酸化

次に同様にして種々の二塩基性脂肪酸に就て実

験 を行つたが、その成繍は第2表 に示す如 くであ

つて之を要約すると、

(1)ヂ カルボン酸はC2よ りC」o迄ibすm.も よ

く酸化せ られる◎

(2)C4ヂ カルボ ン酸(SzentGyorgyi)は 他の

ヂカルボン酸に〆比して 一般に 酸素吸牧量 が多い

が、フマげル酸、オキザール酷酸は特 に低濃度に於

てその完全分解に要する酸素原子量の数倍の酸素

吸牧量を示 している。部ち自ら酸化されるのみな

らす、菌の呼吸(Auterespiration53ζ はendoge.
み 　

鵬ou騨espiτatio幻 を著 しく促進 す ると考 え られ

る。然 るば、フマール酸の立体異性体 であるマ レ

ィ ン酸や、魏珀酸の誘 導体であ るヂ プロム現珀酸

は酸素漕費量 が少V・◎

脂肪酸の結核菌による酸化

使用菌は鳥型菌のグリセリン寒天培養第3乃 至5日 目の菌浮游液は1・0¢oで ある。基質は下表の量を添加

すq温 度37.5。Cに てワールブルグ瞼圧計にて酸素吸牧量を測定 し、1分 子の基質に対する吸牧酸素原子数

を定めた◎

特に記載 しない限 り、ノルマルの脂肪酸を示す。

基 質 名
基質の炭

素原子数

添加基質量

(モ ル)

結 核 菌

培蜘 数隠9譜

基質1分 子
に対する消
費酸棄原子
数

基質1分 子
の完全分解
に要する酸
棄原予数

蟻 酸i・ ・・-513 …61・ ユ 1

酷 Ptl・ ・一・5
10-5

5 10。1 3.0 4

酪 酸 ノ ル マ ルi4 4 8・9「8・ ・ 10

〃 イ ソ{4 1e-s 4 8・9・14・3 10

吉 草 酸 イ 弓51・ ・一一5 418・9 7,3 13

カ ブ ・ ン酸 ノル マ ノ弓611・ 一・5 4/7・ ・ 」7・31・6

/
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第2表 鳥型菌による=塩 基性脂肪酸の酸化

。.実 験條件は第1表 に同じ

C4

ヂ

カ
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ポ

ン
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オ
キ
シ
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ル
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ン
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讃

構 慧 式
＼
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第4章 猿
.論 。

'(1)鳥 型結 核菌 に よつz 一塩基 性脂肪酸はc2

よbC22迄 酸 化せ られ 、且つ特 に酪酸、 ステ ア リ

ン酸 等は よく酸 化を受 け る.

(2)二 塩 基 性脂肪 酸 もよ く酸 化せ られ、その

中、C{ケ カルボ ン酸 、就 中フマール酸、オキザ ー

ル酪酸 は自 ら酸 化を畳 けるのみな らす、菌 自身の

呼 吸を著 し く増進せ しめ る。
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結核菌培養に於 ける資材節約 に関する研究

(第2≡報)培 養 基 に 就 い て 其 の二
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小 川 辰 次

.4諸 論 第 暇 の場合と全 く鵬 である・

第 ・卿 矧 き続き論 回は肋水をナ喬地に酬 皿 実 験 成 績

することを実験 したので、その成績 を報告するe(1)肋 水にKirchner(2)培地の基礎液及び岡(s>i

肋水自身は、結核菌の発育に対して阻止的に働 片倉培地の基汁の各要素を混入 した実験、並びに

くことは。幾多の諸先進によつて証明されたとこ 混入すべ き色素の壁の実験◇

ろである"し か し、澗 形培地 として凝固器で固め 肋水にご2セ リンを2%に 加え、これに岡片倉

る場合は、液体である場含と、その性質が全く変 培地の揚合のように、2%のYラ ヒツ ト緑液を2

つて來る故、我 々は此処に検討の余地があると考%の 割合に入れて、分離培養に使用 しても結核菌

えたesは 全然発育 して來ない。 培地のpHは&5前 後で

∬ 方 法 、 、あ臥 それ鋼 臆 靴 の巷糎 額 素胴 郷
入れ 、或 いはKirchnorの 液 体増地の基礎増地 の

ず

も 一 一一12-一




